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（１）実施機関名：
東京大学地震研究所

（２）研究課題（または観測項目）名：
干渉合成開口レーダー解析の高度化

（３）最も関連の深い建議の項目：

3.新たな観測技術の開発

（2）宇宙技術等の利用の高度化

ア．宇宙測地技術

（４）その他関連する建議の項目：

（５）本課題の５か年の到達目標：
通常の Stripmapモードによる干渉 SARの解析については，ある意味でルーチンワークになりつつあ
る．しかし，（７）に述べるような諸課題が放置されており，これらを解決して干渉合成開口レーダー
解析の高度化を図る。これによって可能となる高空間解像度での微小地殻変動検出を通じて、歪蓄積
や火山噴火準備過程に関する研究に貢献する

（６）本課題の５か年計画の概要：
年度ごとの研究計画を立てることは、問題の性質上困難であり、以下の課題１～４に 5年間、一体
として取り組む。
（課題 1）大気遅延/電離層遅延ノイズは依然として除去が困難である．現時点では,スタッキングと
いう対症療法が限定的な効果を示すのみであり、いまだに決定的な解決には至っていない。
（課題 2）ScanSARモード同士、或は、ScanSARと通常の Stripmapモードによる干渉 SARの解析
手法が未確立。従来は困難だった海溝型巨大地震に伴う地殻変動や数百 kmの空間スケールを持つ経
年的な地殻変動シグナルの検出をするためには、技術の確立を急ぐ必要がある。
（課題 3）植生に覆われた地域では C-bandなどの短波長データは殆ど利用されておらず、長期にわ
たって蓄積されたデータが有効に活用されていない。
（課題 4）PS-InSAR手法の簡易化、L-bandの ALOSやその後継機データ、GPSデータとの高次処
理レベルでの有効的組み合わせ

（７）平成 21年度成果の概要：
通常の SAR干渉解析においては，その性質上数メートルを超える変動をとらえることは困難であ
る。たとえば，2008年岩手宮城内陸地震や 2008年四川地震の震源付近の大変形は，通常の SAR干
渉解析ではとらえることができない（Kobayashi etal., 2009; Takada etal., 2009）．この困難を克服するた
めに，オフセットトラック法という，SAR強度画像をから 2枚の画像間の変動を計測する手法を用い
て 2008年岩手宮城内陸地震および 2008年四川地震の震源付近における大変形の空間分布を観測する
ことに成功し，本手法の有用性を示した．Takada etal.(2009)は，2008年岩手宮城内陸地震にともなう
地殻変動を解析し，この地震においては，地震波の解析から考えられていたような南北走向の西落ち
逆断層だけでなく，震源域中部において南北走向の東落ち逆断層が寄与していないと観測された変動
場を説明できないことを示した．また，Kobayashi etal.(2009)は 2008年四川地震にともなう地殻変動
を解析し，北東部においては主断層のみが寄与したが，南西部においては主断層だけではなく副断層
も寄与したということを明確に示した．この研究と通常の SAR干渉解析（榎本, 2009; Hashimoto etal.,
2010）を組み合わせることにより，四川地震にともなう地殻変動の全貌を得ることに成功した．この



ように，オフセットトラック法の確立は，とりわけ内陸地域で発生した大地震について，他の観測手
法では得られない情報を与えるという点で，大地震の発生機構の理解の発展をもたらす可能性がある．
その他には，プレート沈み込みにともなう数百 kmの空間スケールをもつ経年的地殻変動を検出す
る試みが行われた (Hashimoto and Fukushima, 2009)．
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（９）平成 22年度実施計画の概要：
平成 21年度には，大変形を検出するためのオフセットトラック法の確立という，計画概要にはな
かった成果があったが，（６）にあげた課題については発展途上であるのが現状である．そのため，平
成２２年度も（６）の課題に引き続き取り組む．年度ごとの計画をたてることが研究の性質上困難で
あることも従前と同じであるため，4つの課題に並行して取り組む．とりわけ（課題 1）の大気遅延/
電離層遅延ノイズの除去は小変形の検出に重要であるため重点的に取り組む．現在はスタッキングが



限定的な効果を上げているだけであるが，数学的な処理を工夫することにより時間変化する地殻変動
を検出できる可能性がある．より根本的な処理としては，GPS観測により推定される大気遅延ノイズ
の情報をもちいて SARデータの大気遅延ノイズを除去するという方法が考えられる．
また，（課題 2）にあげられている数百 kmの空間スケールを持つ地殻変動シグナルの検出について
は strip modeの SAR画像を用いてのものであるが，その端緒についており (Hashimoto and Fukushima,
2009)，同種の研究を ScanSARモードでの画像も用いて推進していくべきである．
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